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住民参加と様々な主体の協働による住民参加と様々な主体の協働による
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　藤沢エンジェルスの石川
茂選手（中央）は小学生の時
からずっとサッカーを続け
ている。毎週の練習が仕事
の原動力だ。
　神奈川県ゆうあいピック
大会の試合当日は、知的障
害者の選手、係員、応援の
人たちが一体となり障害者
スポーツを楽しむ一日と
なった。

【詳しくは12面へ】
〈撮影・菊地信夫〉

▶今月の表紙
原動力はサッカー！

創刊800号 記念号



推
進
項
目
Ⅱ

－

２　

権
利
擁
護
と
生
活
支

援
の
取
り
組
み
の
推
進

◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
で

は
、
利
用
者
か
ら
の
苦
情
相
談
に
つ
い
て
、

利
用
者
・
事
業
者
間
の
調
整
を
行
う
と
と

も
に
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
適
正

な
運
営
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、調
査
・

助
言
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
者
が

利
用
者
の
苦
情
に
適
切
な
対
応
が
図
ら
れ

る
よ
う
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

基
本
目
標
Ⅲ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
向
け
た
人
材
の
確
保
・

定
着
・
育
成
の
取
り
組
み
の
強
化

推
進
項
目
Ⅲ

－

１　

福
祉
・
介
護
人
材
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

◆
改
正
社
会
福
祉
法
の
施
行
に
よ
り
介
護

福
祉
士
等
有
資
格
者
の
「
届
出
」
制
度
の

受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
潜
在
介

護
福
祉
士
等
再
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
県

　平成29年度は「神奈川県社会福祉協議会活動推進計画」（平成28年度から平成31年度）の２年次として計画
目標の達成に留意しつつ、今般の国・県の福祉制度・施策動向に対応した取り組みや、喫緊の課題である福
祉・介護人材の確保・育成・定着に向けた取り組みをより一層進めました。
　主要事業を中心に、平成29年度の取り組みの概要を報告します。

特
集

住民参加と様々な主体の協働による
誰もが安心して生活できる地域づくりの推進

－平成29年度事業報告・決算－

基
本
目
標
Ⅰ　

多
様
な
主
体
の
参
加
に

よ
る
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
の
推
進

推
進
項
目
Ⅰ

－

１　

多
様
な
主
体
に
よ
る

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

◆
認
知
症
に
対
す
る
理
解
促
進
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
質
向
上
及
び
活
動
促
進

を
図
る
た
め
、
養
成
研
修
を
県
内
７
会
場

で
実
施
し
、
修
了
し
た
５
２
７
名
を
オ
レ

ン
ジ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。

電
子
メ
ー
ル
の
配
信
等
に
よ
る
情
報
提
供

を
通
じ
て
、
各
地
域
で
の
よ
り
積
極
的
な

活
動
も
促
し
ま
し
た
。

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

研
修
を
県
か
ら
受
託
し
、
県
内
３
カ
所
で

実
施
し
ま
し
た
。
業
務
を
行
う
上
で
必
要

な
知
識
の
習
得
及
び
技
術
の
向
上
を
図
る

た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
３
回
、
さ
ら
に
福
祉

関
係
者
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
「
地

域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、

実
態
調
査
の
結
果
を
も
と
に
し
た
現
状
報

告
や
実
践
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

民生委員制度創設100周年
を契機に一層の広報強化
　本紙５面の連載、民生委員
児童委員応援マーク（右下図）
の活用等を通じて、同制度と
民生委員児童委員の役割、活
動等を県
民や関係
者へより
広く周知
しました。

推
進
項
目
Ⅰ

－

２　

自
立
し
た
生
活
を
地

域
で
支
え
る
取
り
組
み
の
支
援

◆
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
で
は
、
借
受

者
に
対
す
る
滞
納
調
査
の
対
象
を
広
げ
、

市
区
町
村
社
協
と
よ
り
一
層
連
携
し
な
が

ら
滞
納
者
世
帯
の
状
況
把
握
・
償
還
指
導

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
償
還
に
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
な
ど
償
還
強
化
促

進
の
拡
充
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

基
本
目
標
Ⅱ　

安
心
し
て
生
活
で

き
る
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

推
進
項
目
Ⅱ

－

１　

社
会
福
祉
事
業
の
発

展
に
向
け
た
法
人
・
施
設
の
活
動
の
支
援

◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構

と
し
て
第
三
者
評
価
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
へ
の
取
り
組
み
の
促
進
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
の
評
価
結
果
の
公
表
を
通
し

て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス

選
択
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

成年後見制度に関する
実態把握調査を実施

　県内の市区町村社協、地域包括支援セ
ンター等を対象に、成年後見制度利用の
現状把握と課題の整理を行うための調査
を行い、今後の具体的な
事業展開への資とするた
め調査結果を報告書にま
とめました。
（本紙５月号「特集」に関
連記事掲載、 URL http://
www.knsyk.jp/s/kenri/
pdf/30kenrityousa.pdf）

種別を超えた共通の課題を学ぶ
　経営者部会と施設部会との共催で教育分
野の実践報告の場を設け、「若手職員」の確
保・育成・定着のヒントを学びました。ま
た、災害時の
対応で必要と
なる知識や技
術、平時から
の備え、ネッ
トワークづくりを学ぶため「社会福祉法
人・施設職員災害対応研修会」を県受託事
業と一体的に実施しました。（本紙３月号
「特集」に関連記事掲載）
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内
６
カ
所
で
開
催
し
た
こ
と
に
加
え
て
、

福
祉
・
介
護
の
就
職
相
談
会
や
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
出
張
相
談
会
で

は
有
資
格
者
が
再
就
労
す
る
た
め
の
資
金

の
貸
付
相
談
も
行
い
ま
し
た
。

◆
人
材
確
保
、
資
格
取
得
か
ら
従
事
定
着

ま
で
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
よ
り
開
始

し
て
い
た
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付

事
業
・
保
育
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
の

７
資
金
を
１
年
を
通
し
て
本
格
実
施
し
ま

し
た
。

◆
自
治
体
や
民
間
介
護
事
業
者
な
ど
の
直

接
介
護
事
業
の
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、

教
育
や
労
働
、
保
健
医
療
な
ど
地
域
の
関

係
領
域
の
機
関
・
団
体
ま
で
含
め
一
堂
に

会
す
る
「
神
奈
川
県
介
護
人
材
確
保
対
策

推
進
会
議
」
の
運
営
事
業
に
平
成
29
年
度

よ
り
取
り
組
み
、
今
後
の
福
祉
・
介
護
の

人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
の
あ
り
方
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

生徒・学生の職業選択や学びの支援
　県立高校での出張介護授業では、複数の
高齢福祉施設への就職に結びつく等の成果
がみられました。また、公立中学校、県立
高校の各１年生を対象に福祉の理解・啓発
に向けたリーフレットの配布を行ったほ
か、高校生の介護技術コンテストの関東ブ

ロック大会への協力
等、生徒・学生の学
びや将来の職業選択
の一助となるよう取
り組みました。

推
進
項
目
Ⅲ

－

２　

福
祉
・
介
護
事
業
従
事

者
等
の
育
成
・
定
着
の
取
り
組
み
の
充
実

◆
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修
課
程
の

研
修
を
基
軸
に
す
え
、
階
層
別
・
職
種
別

の
自
主
研
修
の
実
施
と
と
も
に
、
法
定
研

修
で
は
介
護
支
援
専
門
員
の
各
種
研
修
に

加
え
、
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
研

修
の
実
施
機
関
と
し
て
県
よ
り
指
定
を
受

け
、
介
護
分
野
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
県
内
の
福
祉
施
設
関
係
者
や
福
祉
従
事

者
研
修
実
施
機
関
、
学
識
経
験
者
等
の
協

力
を
得
て
、
福
祉
現
場
の
職
員
育
成
に
関

す
る
現
状
・
課
題
の
共
有
化
や
、
福
祉
研

修
セ
ン
タ
ー
事
業
の
展
開
方
策
に
つ
い
て

意
見
を
い
た
だ
く
場
を
設
け
、
次
年
度
事

業
へ
つ
な
げ
ま
し
た
。

◆
県
内
施
設
・
事
業
所
の
職
員
育
成
に
関

す
る
現
状
・
課
題
を
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
把

握
す
る
と
と
も
に
、
各
施
設
・
事
業
所
の

職
場
内
研
修
の
実
施
に
向
け
て
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
に
対
す
る
助
言
や
講
師
情
報

の
提
供
等
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

基
本
目
標
Ⅳ　

県
社
協
組
織
・

活
動
基
盤
の
整
備

推
進
項
目
Ⅳ

－

１　

共
通
課
題
の
解
決
に

向
け
た
情
報
発
信
機
能
の
発
揮

◆
分
野
・
種
別
を
越
え
た
課
題
と
し
て「
福

祉
・
介
護
人
材
」「
地
域
移
行
支
援
」
を
共

通
テ
ー
マ
に
位
置
付
け
、
重
点
的
に
現
場

か
ら
の
声
を
集
約
の
う
え
提
言
集
に
ま
と

め
、
広
く
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
じ
て
、
福
祉
関
係
者
が

自
ら
主
体
的
に
課
題
に
取
り
組
む
必
要
性

を
共
有
し
ま
し
た
。

推
進
項
目
Ⅳ

－

２　

県
社
協
組
織
・
活
動

基
盤
の
整
備

◆
会
員
加
入
の
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ

る
組
織
基
盤
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
福
祉
推
進
の
取
り
組
み
の
た
め
の
財

源
づ
く
り
を（
福
）県
共
同
募
金
会
と
協
働

で
検
討
を
進
め
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
寄
附
の
受
け
入

れ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

◆
事
務
局
体
制
の
強
化
に
向
け
て
新
規
職

員
採
用
を
実
施
し
た
ほ
か
、
入
職
３
年
目

未
満
の
職
員
等
を
対
象
に
、
資
質
向
上
や

業
務
の
相
互
理
解
の
促
進
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
活
動
推
進
計
画
の
３

年
次
と
な
り
ま
す
。
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
会
会
員

各
位
、
関
係
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
・

ご
参
画
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

第２種・第３種正会員連絡会
公開研修会開催

　会員相互の課題共有を促進
し、福祉課題を共に考える場
とするため、生活困窮、ひき
こもり支援等の政策動向を踏
まえた幅広いテーマで研修会
を開催しました。（本紙３月
号「県社協
のひろば」
に関連記事
掲載）

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0045　横浜市神奈川区神奈川２－８－８ 第一川島ビル
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1528

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

一般家庭から大型ビルまで最新の
エレクトロ技術により皆様の安心
と安全を提供致します。防犯カメ
ラや新型【ＡＥＤ】も取扱ってお
ります。
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総合資金収支計算書
（自）平成29年４月31日（至）平成30年３月31日　　　（単位：円）

会計及び事業区分、拠点区分 収入合計額
（Ａ）

支出合計額
（Ｂ）

差引増減
（Ａ－Ｂ）

総合計（法人全体） 18,064,017,991 8,504,389,475 9,559,628,516
１　一般会計 8,752,181,773 6,271,993,220 2,480,188,553
（１）社会福祉事業区分 6,214,503,945 5,779,670,297 434,833,648
社会福祉事業拠点区分 6,214,503,945 5,779,670,297 434,833,648

（２）公益事業区分 2,530,471,231 505,812,692 2,024,658,539
公益事業拠点区分 2,530,471,231 505,812,692 2,024,658,539

（３）収益事業区分 50,671,946 29,975,580 20,696,366
収益事業拠点区分 50,671,946 29,975,580 20,696,366

２　生活福祉資金会計 9,311,836,218 2,232,396,255 7,079,439,963
生活福祉資金特別会計 8,735,701,145 1,958,745,764 6,776,955,381
県単生活福祉資金特別会計 4,121,734 2,968,282 1,153,452
生活福祉資金貸付事務費特別会計 283,496,318 220,463,852 63,032,466
要保護世帯向け不動産担保型生活
資金特別会計 265,959,075 43,095,426 222,863,649

臨時特例つなぎ資金特別会計 22,557,946 7,122,931 15,435,015
※ 「一般会計」では、事業区分間の内部取引分（43,465,349円）を消去した額を計上して
いるため、「（１）～（３）」の合計額とは一致しない。

総合貸借対照表
平成30年３月31日現在　　　　 　（単位：円）

資産の部 負債の部
流動資産 9,982,927,791 流動負債 3,526,537,098
固定資産 14,593,162,863 固定負債 684,982,240
　基本財産 2,125,290
　その他の固定資産 14,591,037,573

負債の部合計 4,211,519,338
純資産の部

基本金 2,125,290
基金 2,693,539,131
国庫補助金等特
別積立金 16,335,348,149

その他の積立金 2,732,126,011
次期繰越活動収
支差額 △1,398,567,265

純資産の部合計 20,364,571,316

資産合計 24,576,090,654 負債及び純資産の部合計 24,576,090,654

財産目録（平成30年３月31日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：円）
貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額

Ⅰ　資産の部
流動資産　 2,879,716,139
現金 現金手許有高 経常経費管理 192,103
預貯金 横浜銀行横浜駅前支店他 経常経費管理 2,502,702,909
事業未収金 事業活動収益未収分他 40,442,765
未収補助金 一般会計における県補助金未収額 3,709,844
貯蔵品 未使用消耗品（謝礼用購入図書カード） 9,000
立替金 雇用保険料立替金他 5,619,840
前払金 労災保険料前払額他 435,068
前払費用 事業費前払額 95,610
１年以内回収予定長期貸付金 社会福祉事業振興資金貸付金 326,509,000

固定資産　 8,622,988,324
基本財産 横浜市神奈川区桐畑（土地） 駐車場収益（社会福祉事業への供与） 2,125,290 0 2,125,290
その他の固定資産 積立資産他 寄附者指定（ともに生きる社会づくり）他 98,791,600 67,292,610 8,620,863,034

資　　　産　　　合　　　計 11,502,704,463
Ⅱ　負債の部
　流動負債 3,485,142,586
事業未払金 事業活動費用未払分他 50,950,508
その他の未払金 法人税計上分 2,402,100
１年以内返済予定振興資金借入金 横浜銀行横浜駅前支店 3,396,013,000
預り金等 消費税預り金他 19,665,978
賞与引当金 賞与引当金計上額 16,111,000

　固定負債 361,141,591
退職給付引当金 退職給付引当金計上額 361,141,591

負　　　債　　　合　　　計 3,846,284,177
差　　引　　純　　資　　産 7,656,420,286

※法人単位（一般会計のみ）を表示。
※取得価額及び減価償却累計額は、該当する額がある試算の合計額を表示。

本会定款第44条第３項の規定による平成29年度事業・決算に関する監事監査意見書等の公告

監　査　報　告　書
平成30年５月15日

社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会
会　長　　　　篠　原　正　治　様

監事　萩原　敬三　㊞
監事　金子　直勝　㊞
監事　小野田正幸　㊞

　私たち監事は、平成29年４月１日から平成30年３月31日までの平成29年度の理事の職務の執行に
ついて監査を行いました。その方法及び結果について、次の通り報告いたします。
１　監査の方法及びその内容
　各監事は、理事及び職員等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも
に、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び職員等からその職務の執行状況について報告を受
け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査しました。
以上の方法により、当該会計年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。
さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該会計年度に係る計算関係書類（計算書類
及びその附属明細書）及び財産目録について検討しました。
２　監査の結果
　神奈川県社会福祉センター（仮称）の整備について、県や会員等との連携及び協力のもと引き続き
取り組むとともに、事業、活動の安定的な運営を図るため神奈川県社会福祉会館の継続利用につい
て県と十分な協議・調整を進める等、本県の社会福祉の推進に取り組んでいただきたい。
　（１）事業報告等の監査結果
　　① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているもの

と認めます。
　　② 理事の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認めら

れません。
　（２）計算関係書類及び財産目録の監査結果
　　 　計算関係書類及び財産目録については、法人の財産、収支及び純資産の増減の状況を全ての

重要な点において適正に表示しているものと認めます。

独立監査人の監査報告書（抜粋）
平成30年５月14日

社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会
会　長　　　　篠　原　正　治　様
監査法人　ＭＭＰＧエーマック　　　　　　　　　　　　　

代表社員　業務執行社員　公認会計士　川原　丈貴　㊞
代表社員　業務執行社員　公認会計士　髙倉　隆　　㊞

〈計算関係書類監査〉
監査意見
　当監査法人は、上記の計算関係書類が、我が国において一般
に公正妥当と認められる社会福祉法人会計の基準に準拠して、
社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会の当該計算関係書類に係
る期間の財産、収支及び純資産の増減の状況をすべての重要な
点において適正に表示しているものと認める。

〈財産目録に対する意見〉
財産目録に対する監査意見
　当監査法人は、上記の財産目録が、すべての重要な点におい
て、我が国において一般に公正妥当と認められる社会福祉法人
会計の基準に準拠しており、法人単位貸借対照表と整合して作
成されているものと認める。

※ 全文は本会ホームページにて掲載（http://www.knsyk.jp/s/global_
syakyou/houkoku_ketusan_top.html）
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

手さぐりで始めた「宮
みや

上
か み

学習室」

私たちは地域の「子育て応援団」です
～児童委員、主任児童委員活動から～

てくれているのは、地域のボランティア、相模原
市社協緑ボランティアセンターで募集したボラ
ンティア、男性ボランティアの会の方々です。
　また、学習内容や学習室の参加者募集のお知
らせ等は、学校と連携をとりながら、学習室でプ
リントを配布しています。時には読み聞かせや
音読もしています。

　始めた頃は夏休みの期間だけと考えていた学
習室でしたが、保護者の方から継続希望もあり、
現在も続けています。
　１年半が過ぎ、子どもを迎えに来る保護者と
も親しくなり、子育てに関する悩み等を相談され
たり、こちらから声を掛けたりしています。地域
の情報を知ることができる場が増えました。
　学習室を始めたことで子どもの顔なじみが増
えたことが、何より嬉しいです。

相模原市緑区橋本地区
民生委員児童委員協議会

　主任児童委員　馬場　眞由美

　2016年、夏休みに「宮上学習室」を始めまし
た。宮上学習室は、無料の学習室です。
　対象学年は、小学１年生～３年生で、現在30人
程の登録があります。週２回、夕方５時15分～６
時15分の１時間学習支援を行います。終わる時
間が夕方なので、保護者のお迎えをお願いして
います。
　私の担当している橋本地区は、相模原市緑区
の橋本駅周辺です。ここ数年の間に、高層マン
ションと戸建て住宅が増えた地区です。
　私が無料の学習室を始めようと考えたのは、
長く関わっている児童クラブでの子どもたちの
様子を見ていて、授業のない夏休みは、１学期の
復習をする大事な時だと感じたからです。
　初めは、夏休みだけ学習支援をできないかと
考えスタートしました。
　場所は、児童クラブが隣接する宮上児童館を
借りることができました。学習室の代表は、児
童館長にお願いしました。
　学習室に通う子どもたちを温かくサポートし

子どもたちが
通いなれた児
童館。子ども
も親も安心！

子どもたちは自分のペースで勉強します。
分かりにくいところがあれば、ボランティアが教えます。
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平成29年度共同募金・使途概要
▽地域福祉を推進する市区町村社会福祉協議会の活動を支援するために（58団体） 270,298,842円
▽法定社会福祉施設を利用する児童・障がい児者・高齢者を支援するために（159施設） 216,269,838円
▽青少年・障がい者・高齢者・難病当事者・女性保護団体等の活動を支援するために（95団体） 85,303,346円
▽在宅福祉サービスを推進する非営利型福祉団体の活動を支援するために（198団体） 39,730,000円
▽年末たすけあい募金として募集し、市区町村ごとに行う援護や事業のために（58団体） 373,854,564円
▽国内大規模災害時の被災者支援のための災害準備金繰入額として 16,523,000円
▽県内の火災・風水害被害者への見舞金、民間社会福祉施設の風水害等による復旧工事等のための緊急資金として 5,000,000円
▽市区町村ごとに共同募金運動を展開するための募金資材の作成等に 58,450,000円
▽全戸配布用広報資料の作製や小中学生福祉作文コンクールの開催事業等に 83,276,860円
▽公の制度では取り上げられない開拓的・実験的・啓発的な事業を推進する社会福祉団体の活動費に 2,000,000円

合　　計 1,150,706,450円
※上記使途財源には、前年度繰越金等を含みます
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一般会計　各サービス区分収支一覧表
社会福祉法人神奈川県共同募金会　　　　　　　自：平成29年４月１日～至：平成30年３月31日 （単位：円）

サービス区分名
内　訳 本　部 寄付金 災害準備金 災害義援金 たすけあい

福祉資金
受配者指定
寄付金 合　計

＜事業活動による収支＞
１ 収入総額 242,706 1,119,937,291 0 306,404 1,209,472 29,348,638 1,151,044,511
２ 支出総額 144,382,273 987,456,590 0 306,404 20,220,036 28,503,161 1,180,868,464
３ 事業活動資金収支差額（１－２） △144,139,567 132,480,701 0 0 △19,010,564 845,477 △29,823,953
＜その他の活動による収支＞
収
入

サービス区分間繰入金収入 146,816,860 17,522,000 33,046,000 0 5,000,000 0 202,384,860
積立金取崩額 160,000 0 0 0 30,000,000 0 30,160,000

４ その他の活動収入計 146,976,860 17,522,000 33,046,000 0 35,000,000 0 232,544,860
支
出

サービス区分間繰入金支出 0 163,139,860 17,522,000 0 16,723,000 5,000,000 202,384,860
積立金積立額 3,545,000 0 0 0 0 0 3,545,000

５ その他の活動支出計 3,545,000 163,139,860 17,522,000 0 16,723,000 5,000,000 205,929,860
６ その他の活動資金収支差額（４－５） 143,431,860 △145,617,860 15,524,000 0 18,277,000 △5,000,000 26,615,000
７ 当期資金収支差額合計（３＋６） △707,707 △13,137,159 15,524,000 0 △733,564 △4,154,523 △3,208,953
８ 前期末支払資金残高 6,623,431 160,627,532 119,653,000 0 5,877,548 14,521,538 307,303,049
９ 当期末支払資金残高（７＋８） 5,915,724 147,490,373 135,177,000 0 5,143,984 10,367,015 304,094,096

貸借対照表
社会福祉法人神奈川県共同募金会　　　　　　　　　　　　平成30年３月31日現在 （単位：円）

資産の部 負債の部
科　目 平成29年度 平成28年度 増　減 科　目 平成29年度 平成28年度 増　減

流動資産 1,127,992,291 1,120,766,042 7,226,249 流動負債 962,395,195 936,428,993 25,966,202
　預貯金 1,127,517,289 1,120,665,908 6,851,381 　事業未払金 13,702,165 7,100,529 6,601,636
　有価証券 34,000 3,000 31,000 　開拓啓発事業資金 4,770,100 12,770,100 △8,000,000
　事業未収金 441,002 97,134 343,868 　未交付配分金 804,090,351 792,679,688 11,410,663

　預り金 121,885 125,333 △3,448
　職員預り金 1,213,694 787,343 426,351

固定資産 347,562,609 374,763,948 △27,201,339 　賞与引当金 3,320,000 3,313,000 7,000
基本財産 9,300,000 9,300,000 0 　災害準備金 135,177,000 119,653,000 15,524,000
　　基本財産特定預金 9,300,000 9,300,000 0 固定負債 50,791,019 47,524,325 3,266,694
その他の固定資産 338,262,609 365,463,948 △27,201,339 　退職給付引当金 50,791,019 47,524,325 3,266,694
　　車両運搬具 1,995,975 1,995,975 0 負債の部合計 1,013,186,214 983,953,318 29,232,896
　　器具及び備品 2,357,844 3,102,234 △744,390 純資産の部
　　ソフトウエア 380,160 380,160 0 基本金 9,300,000 9,300,000 0
　　投資有価証券 0 0 0 その他の積立金 286,269,443 316,364,221 △30,094,778
　　長期貸付金 2,000,000 2,000,000 0 　運営費積立金 47,000,000 47,000,000 0
　　退職給付引当資産 49,800,000 46,300,000 3,500,000 　支会経費積立金 2,320,000 2,435,000 △115,000
　　運営費積立資産 47,000,000 47,000,000 0 　たすけあい福祉資金積立金 236,949,443 266,929,221 △29,979,778
　　支会経費積立資産 2,320,000 2,435,000 △115,000 次期繰越活動収支差額 166,799,243 185,912,451 △19,113,208
　　たすけあい福祉資金積立資産 236,949,443 266,929,221 △29,979,778 （うち当期活動増減差額） △49,207,986 △2,279,157 △46,928,829
　　減価償却累計額 △4,540,813 △4,678,642 137,829 純資産の部合計 462,368,686 511,576,672 △49,207,986
　資産の部合計 1,475,554,900 1,495,529,990 △19,975,090 負債及び純資産の部合計 1,475,554,900 1,495,529,990 △19,975,090
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会
議
開
催

2018年5月26日～6月25日

●やまゆり園からグループホームへ
　2016年7月に事件があった津久井やま
ゆり園の入所者１人が31日、家庭での暮
らしに近いグループホームでの生活を始
めた。「地域生活移行」は、県が事件後に
入所者の意向を確認する機会を設けてか
ら初めて。

●相模原市、ひきこもり相談無料窓口開設
　相模原市は、ひきこもり状態にある人
や家族からの相談を受け付ける「ひきこ
もり支援ステーション」を開設した。臨
床心理士や精神保健福祉士を配置し、無
料で個別相談に応じる。

●75歳以上認知症運転恐れ5.7万人
　免許更新時などで行われる認知機能検
査にて「認知症の恐れがある」と判定さ
れた75歳以上のドライバーは全国で５万
7000人（暫定値）だった。うち、約２万人
が運転免許を自主返納したり、更新せず
失効させたりした。警察庁が７日に発表。

●改正生活保護法など関連４法が成立
　貧困家庭の子どもの進学支援を柱とす
る改正生活保護法が、１日の参院本会議
で成立。生活困窮者自立支援法、社会福
祉法、児童扶養手当法も一括して審議さ
れ、就労準備支援事業、家計改善支援事
業の努力義務化等、生活困窮者への支援
強化が図られた。

●障害者文化芸術活動推進法が成立
　障害者アートを広めることを目指す「障
害者文化芸術活動推進法」が７日、超党
派の議員立法により衆院本会議で成立。
障害者が制作する絵画などの作品は、海
外を中心に創造性が評価されている。

　

今
回
は
、
と
も
し
び
基
金
の
助
成
先

の
１
つ
で
あ
る
「
多
文
化
共
生
ス
ポ
ッ

ト　

ワ
ー
ル
ド
・
キ
ッ
ズ
」（
以
下
、

キ
ッ
ズ
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

キ
ッ
ズ
は
、
横
浜
市
磯
子
区
で
「
外

国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
※
」
の
学

習
支
援
を
中
心
に
、
課
外
活
動
や
交
流

会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
言
葉
や
文
化
が
異
な
る
環
境
で
自

信
が
持
て
な
く
な
り
、
学
校
で
も
消
極

的
に
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
の
力

に
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
会
を

立
ち
あ
げ
た
王
広
子
さ
ん
。「
子
ど
も
た

ち
が
キ
ッ
ズ
を
自
分
ら
し
く
安
心
し
て

学
べ
る
場
だ
と
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

学
校
生
活
を
続
け
る
自
信
や
、
将
来
へ

の
希
望
を
持
つ
。
そ
う
い
う
き
っ
か
け

を
作
り
た
い
。
あ
り
の
ま
ま
で
居
ら
れ

る
場
所
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
の
活
動
は
多
く
の
子
ど
も
た

ち
を
笑
顔
に
し
て
い
ま
す
。

※
親
が
外
国
出
身
者
で
外
国
に

ル
ー
ツ
が
あ
る
子
ど
も

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

♥ともしび基金をつかった活動支援♥

子どもたちは、ボランティ
アから指導を受けながら、
楽しそうに学習に取り組ん
でいました。

　

子
ど
も
の
貧
困
が
拡
大
し
、
ま
た
児

童
相
談
所
の
虐
待
相
談
件
数
が
増
加
す

る
中
、
子
ど
も
た
ち
が
十
分
な
「
教
育

機
会
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
課
題
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
６
回
を
数
え
る
「
未
来
を
担
う
若

者
会
議
」
は
６
月
23
日
に
開
催
。
主
催

の（
特
非
）全
国
福
祉
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
の
原
あ
り
さ

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
親

と
な
る
若
者
に
働
き
か

け
る
こ
と
で
、
未
来
の

虐
待
防
止
と
、
自
分
や

友
人
が
困
っ
た
時
に
解

決
策
を
探
れ
る
人
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。
今
回

は
、
子
ど
も
の
虐
待
や
不
十
分
な
学
習

環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
現
状
理
解

が
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、（
特
非
）
さ
い
た
ま
ユ
ー
ス
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
代
表
の
青
砥
恭
さ
ん
よ

り
「
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
と
居
場

所
づ
く
り
」
の
基
調
講
演
が
あ
り
、
そ

の
後
４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

取
材
の
か
た
わ
ら
に
参
加
し
た
分
科

会
Ｂ
で
は
、
お
ひ
さ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
の
福
本
麻
紀
さ
ん
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
な
り
、
理
想
と
す
る
地
域

像
を
具
体
に
す
る
た
め
の
模
擬
行
動
計

画
作
成
を
体
験
。
グ
ル
ー
プ
で
決
め
た

「
20
代
が
子
ど
も
の
居
場
所
カ
フ
ェ
を

作
る
」
と
い
う
目
標
に
向
け
、
参
加
者

で
あ
る
大
学
生
や
無
料
学
習
室
の
ス

タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
計
画
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　

開
催
目
的
の
と
お
り
、
参
加
者
も
運

営
者
も
若
者
が
中
心
と
な
り
自
ら
考
え

る
活
発
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

【分科会】
Ａ学習と自立の支援「学
習支援の目指す姿」
Ｂソーシャルワーク「子
どものあるがままを保
障するコミユニティワ
ークによる子どもの居
場所づくり」
Ｃ居場所づくり「居場所
づくりから始まる支援」
Ｄ学生による活動「ナナ
メの関係が可能にする
支援」

　

会
で
は
学
習
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。
詳
細
は
代

表
連
絡
先
ま
で

（w
yhiroko@

hotm
ail.com

）
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❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 　認知症と診断されていても、仕事や家事などがほぼ
問題なくできている人もいれば、声も出せず、体も動
かせない寝たきり状態の人もいます。認知症になった
ら何も分からなくなり、何もできなくなるのではあり
ません。幅広い状態の人がいるのが認知症の特徴の１
つです。
　適切な治療やケアによって認知症の症状を落ち着か
せ、進行のスピードを遅くすることはできても、残念
ながら、大部分の認知症の状態は進行していきます。
次第に重度化していくのも、認知症の特徴です。
　また、夫の生死や家族の顔が分からなくなった人で
も、「ふるさと」の歌は見事に歌えます。一般的には、
記憶力・判断力・学習能力などに基づく理知的能力は
確実に低下していきますが、絵画・音楽・造形などの
感性的な能力は長く保持されることも
特徴と言ってよいでしょう。
❖本書の特徴
　本書を開くと、色鮮やかな「さくら
の木」「富士山のモザイク画」「コスモ
スの壁画」「落ち葉」「夜のさくら」「ポール・ゴーギャ
ンの絵」の作品が目の中に飛び込んできます。その色
彩の豊かさ、構図の奇抜さ、模造紙１枚分の作品の量
感などに圧倒されます。しかもこれらの作品が、画用
紙・ラシャ紙・絵の具・はさみ・のり・定規・はけな
どありふれたものだけを使い、中重度認知症の人たち
が中心となって作られたことを知れば、感動はいっそ
う深くなります。
　本書の特徴は、それぞれの作品の製作過程を、豊富
な写真を交えながら、丁寧に説明を加えていることで
す。これならば、どのデイサービスでも活動として取
り入れることができます。認知症の人の潜在能力と笑
顔を引き出すためにも、このような試みが支援の現場
に広がってほしいと切に思います。
　本書の後半は、前頭側頭型認知症の人、BPSD（周辺

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

症状）のある人、失語症のある人、ADLが低下した人、
協調性のない人、不安の強い人たちが、スケッチアー
トの活動に参加することにより、どのように変化した
かが紹介されています。その変化は驚くべきものでし
た。医療に携わっている者として、認知症は「治療」
ではなくて「介護、それも認知症の人に寄り添った介
護」が必要であることが実感できました。
　著者は「私は認知症の人だからこそ、自分自身の世
界を表現することに意味があると思っています。（中
略）アートやクラフトの活動に参加されてからは、あ
きらかに笑顔が増えたり、自信を取り戻して、ＢＰＳ
Ｄの症状が軽減する人がたくさんいます。私は、認知
症の人に必要なのは、このような『活動』と『参加』
の機会なのだと考えています」と「まえがき」で述べ
ています。まったく同感です。
❖著者プロフィール
　著者の稲田秀樹氏は、認知症デイサービスの職員、
管理者を経て、2011年に認知症対応型デイサービス
「ケアサロンさくら」、2016年に地域貢献活動を行うデ
イサービス「ワーキングデイわかば」を立ち上げ、認
知症の人の「活動」と「参加」を重視した認知症ケア
を実践しています。さらに、2011年には「一般社団法
人かまくら認知症ネットワーク」を設立して、認知症
本人を含めた地域活動を展開している、知る人ぞ知る
熱心な実践者でもあります。
　本書は72ページの小ぶりの本（定価1,500円＋税）で
すが、実践に基づいた認知症ケアの理念やヒントがた
くさん詰まっています。認知症に関わる多くの方々に
ぜひ見てほしいと思います。

〈連絡先〉
〒212－0016 川崎市幸区南幸町１－31グレース川崎203号
☎＆ FAX 044－522－6801
毎週（月）（水）（金）午前10時から午後４時

　本書のサブタイトルに「認知症の人の潜在能力を引
き出し、『活動』と『参加』を改善するために」とあ
ります。鎌倉市にある認知症デイサービス「ケアサロ
ンさくら」を利用している中重度認知症の人と、ス
タッフの共同作業により感動的な作品が出来上がる
までの過程とその成果が見事にまとめられていま
す。「認知症になっても感性は生きている！」が実感
できます。

書籍「中重度認知症の人の可能性を広げる
　心を揺さぶるアートクラフト」のご紹介

今月は ⇨ 認知症の人と家族の会神奈川県支部
がお伝えします !

　認知症の人と家族の会は1980年に、神奈川県支部は1981
年に発足。以来今日まで、介護家族の集い、電話相談、会
報の発行、啓発活動、調査研究、行政への要望などを行っ
てきました。

　「中重度認知症の人の可能性を広げる　心を揺さぶる
アートクラフト」稲田秀樹著（株）ＱＯＬサービス発行
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　 神奈川県福祉子どもみらい局福祉部
　　共生社会推進課

福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当
事者・職能団体等の方々から日ごろの取り
組みをご寄稿いただきます。

　平成28年７月26日未明に、神奈川県立の障害者支援施
設「津久井やまゆり園」で、19名のいのちが奪われ、27
名の方が傷つけられるという、大変痛ましい事件が発生
しました。
　あのような事件を二度と繰り返してはいけない。そん
な強い思いで、私たちは「ともに生きる社会かながわ憲
章」を県議会とともに策定し、その理念を広く普及させ
るため、全力で取り組んでいます。
　本年３月には、憲章の理念をより多くの人に体感して
いただくイベント「みんなあつまれ2017」を横浜赤レン
ガ倉庫で開催し、２日間で延べ11万３千人の方に来場し
ていただきました。イベントには多くの障がい者を含む
県民の皆さんに音楽、ダンス、アート、パラスポーツ、
飲食などで参加していただき、事前のダンス練習会やイ
ベント当日の会場内など、さまざまな場面で来場者と障
がい者が交流することができました。来場者からも好評
をいただき、会場全体が温かい空気に包まれていました。
　７月23日には、事件によりお亡くなりになった方々に

哀悼の意を表するとともに、このような事件が二度と繰
り返されないよう決意を新たにするため、相模女子大学
グリーンホールで追悼式を行います。あわせて、事件が
発生した７月26日を含む月曜日から日曜日までの「とも
に生きる社会かながわ推進週間」（今年は23日から29日
まで）では、新聞、デジタルサイネージ、ポスターの駅
貼りやインターネット広告など、さまざまな媒体を活用
して集中的な広報を行い、「ともに生きる社会」への理解
を、多くの人に広く呼び掛けます。
　現在、津久井やまゆり園の利用者の方々の多くは、横
浜市港南区芹が谷の仮園舎に移転し、地域の方々にも支
えられながら生活されています。県は、園の再生に向け
て、「津久井やまゆり園再生基本構想」に基づき、平成
33年度中には、津久井と芹が谷に、利用者の方々が安心
して安全に生活できる場を整備するため作業を進めてい
ます。あわせて、利用者お一人お一人のご意向を丁寧に
確認する「意思決定支援」の取り組みも進めています。
　私たちは、あの悲惨で辛い事件を決して忘れることな
く、ともに生きる社会かながわの実現に向け、しっかり
と歩みを進めてまいります。

ともに生きる社会への新たな一歩

　平成29年４月に新設された課です。総勢18名のメンバーで、津久井やまゆり園の再生、とも
に生きる社会かながわ憲章の普及啓発などに取り組んでいます。
　☎045－210－4961（共生グループ）

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補福祉サービス総合補償償福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補送 迎 サ ービス 補 償償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険ボランティア活動保険ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成30年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK17-16970　2018.1.9 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉
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か
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

就
職
す
る
こ
と
の
み
を
ゴ
ー
ル
と
せ
ず
、

「
こ
こ
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
思
う
職
場
に
出
会
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
標
に
支
援
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
求
職
者
自
身
が
望
む
職

場
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
支
援
し
、
た
く
さ
ん
の
保

育
所
の
中
か
ら
、
見
学
や
体
験
保
育
に

臨
む
事
業
所
を
求
職
者
が
選
び
ま
す
。

そ
こ
で
実
際
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た

だ
い
た
う
え
で
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な

げ
ま
す
。

　

一
方
、
求
人
事
業
者
に
つ
い
て
は
求

人
情
報
の
取
り
扱
い
だ
け
で
な
く
、
人

材
確
保
に
か
か
る
相
談
も
受
け
て
い
ま

す
。
求
職
者
の
離
職
理
由
な
ど
を
伝
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
も
、
保
育
士

の
働
き
や
す
さ
、
職
場
環
境
改
善
に
向

け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

働
き
方
、
就
労
時
間
〜
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

　

平
成
29
年
度
の
求
人
情
報
と
求
職
者

の
ニ
ー
ズ
を
み
て
み
る
と
、
求
職
者
は

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
の
働
き
方
を
希
望
す

る
人
が
最
も
多
い
の
に
対
し
、
求
人
は

フ
ル
タ
イ
ム
が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
で

　

か
な
が
わ
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ

ン
タ
ー（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）は
平
成
26

年
度
よ
り
、
県
・
政
令
市
・
中
核
市
の

協
働
事
業
と
し
て
県
社
協
が
委
託
を
受

け
、
県
内
で
保
育
所
等
に
就
職
し
た
い

方
と
、
働
き
手
を
求
め
る
事
業
所
等
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

個
々
の
状
況
を
大
切
に
し
た
相
談

　

相
談
に
訪
れ
る
方
の
多
く
は
「
子
育

て
が
一
段
落
し
た
の
で
、
ま
た
保
育
士

と
し
て
働
き
た
い
が
、
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

る
の
で
こ
の
ま
ま
就
職
で
き
る
の
か
が

心
配
」「
前
に
働
い
て
い
た
保
育
所
で
は

人
間
関
係
で
悩
ん
で
い
た
。
次
の
保
育

所
で
働
い
て
も
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
悩
み
を
個
別
相
談
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

か
な
が
わ
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

格
を
取
得
し
よ
う
と
い
う
方
も
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
意
欲
の
あ
る
方
が
保

育
現
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
求
人
事

業
所
側
も
見
学
や
体
験
の
受
け
入
れ
、

多
様
な
働
き
方
や
就
職
の
入
り
口
を
作

り
出
せ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
も
、
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
求
職

者
・
保
育
所
双
方
の
要
望
や
不
安
を
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
保
育
現
場
で

輝
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

 

（
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

し
た
。
こ
う
し
た
場
合
、
例
え
ば
常
勤

の
み
求
人
募
集
を
行
っ
て
い
る
園
に

パ
ー
ト
で
勤
め
た
い
と
い
う
人
が
い
る

と
、
ま
ず
求
職
者
の
希
望
条
件
等
を
伝

え
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま
す
。

資
格
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
就
労
支
援
を

　

当
初
、
セ
ン
タ
ー
は
保
育
士
の
資
格

と
経
験
を
持
ち
な
が
ら
、
現
在
仕
事
に

つ
い
て
い
な
い
方
の
就
労
支
援
を
目
的

と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は

「
試
験
合
格
に
よ
り
保
育
士
資
格
を
取

得
し
た
が
、
現
場
経
験
が
な
い
ま
ま
就

職
す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
」
と
い

う
方
も
多
く
相
談
に
来
ら
れ
ま
す
。
ま

た
幼
稚
園
や
学
校
な
ど
で
の
就
労
経
験

を
生
か
し
て
、
働
き
な
が
ら
保
育
士
資

かながわ保育士・保育所支援センター
☎045－320－0505
http://www.kanagawahoiku.jp/

詳細はホームページをご覧ください

（2018．6月作成）

【もう一度子どもの笑顔に
包まれたい！～今だから選
ぶ保育士という仕事～】

お問い合わせ先

【第１回保育のしごと就職支援セミナー＆
合同就職相談会】
●日時：８／２（木）10：30～15：30
●場所：日石横浜ホール

【第１回「福祉のしごとフェア」】
●日時：８／３（金）９：30～16：30
●場所：日石横浜ホール

【保育のしごと　出張相談会in横須賀】
●日時：８／９（木）13：00～16：00
●場所：産業交流プラザ

【保育のしごとフェア】
●日時：９／６（木）10：30～15：30
●場所：高津市民館

今後のイベントのご案内

ＤＶＤのご紹介
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　参加者の都合により7月1日（日）～
10月31日（水）の期間内で各自設定
可能
◇会場＝県内全域。それぞれの家
庭、学校、職場などで
◇内容＝大正型関東地震発生を想定
した訓練。参加者はそれぞれの場
所で一斉に安全確保行動を行う
◇申込方法＝7月1日（日）～10月31日
（水）の間に、参加登録用ホーム
ページ☎FAXから参加表明を行う。
希望する場合は参加団体の名前を
県のホームページに掲載
　URL http://www.pref.kanagawa.
jp/docs/j8g/cnt/f480078/
◇問合先＝県くらし安全防災局防災
部災害対策課
　☎045－210－3425FAX045－210－8829

平成30年度子ども支援フォーラム
◇テーマ＝「めざそう！すべての子
どもたちの笑顔あふれる社会in
秦野」
◇日時＝8月9日（木）午後1時～午後4
時（午前12時30分開場）
◇会場＝秦野市文化会館小ホール
（秦野市平沢82）　
◇内容＝①基調講演（草間吉夫氏（東
北福祉大学特任教授））②秦野市や
県内の事例発表③パネルディス
カッション
◇対象＝教員、保育関係者、子ど
も・青少年の支援者、自治体関係
者、関心のある県民の方
◇申込方法＝7月27日（金）午後5時ま
でに、☎FAXまたはURLにて申込み
◇問合先＝県福祉子どもみらい局　
子ども支援課
　☎045－285－0728FAX045－210－8868
　URL http://www.pref.kanagawa.
jp/docs/s4t/cnt/f536929/kodo
moshien.html

社会福祉士実習指導者講習会
◇日時＝11月17日（土）、18日（日）　
◇会場＝ウィリング横浜（横浜市港
南区上大岡1－6－1）　
◇対象＝社会福祉士の方
◇費用＝10,000円
◇申込方法＝所定の申込書を郵送。
7月25日（水）～8月22日（水）受付期
間、消印有効。
　詳細は URL http://www.kacsw.or.

jp/publics/index/194/
◇問合先＝（公社）神奈川県社会福祉
士会
　☎045－317－2045FAX045－317－2046

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附】広瀬公子
【交通遺児援護基金】（株）エスホケン
【ともしび基金】脇隆志、天台宗神奈
川教区、（公社）神奈川県宅地建物
取引業協会、県企業庁相模原水道
営業所 （合計10件414,195円）

【寄附物品】（公財）報知社会福祉事
業団、吉田一海、県企業庁相模原
水道営業所

【ライフサポート事業】
　〈寄附物品〉（福）みなと舎
 （いずれも順不同、敬称略）

役員会等の動き
◇評議員会＝6月14日（木）①理事の
選任②監事の選任③平成29年度事
業報告並びに決算（案）

新役員の紹介
◇理事＝小泉隆一郎（（福）泉心会）、
浦野正男（（福）中心会）、金子直勝
（県民生委員児童委員協議会）
◇監事＝熊澤道子（県民生委員児童
委員協議会）
任期：6月14日開催の定時評議員会
における選任時から平成31年6月
に開催する定時評議員会終結の時
まで

本会主催

第42回神奈川県福祉作文コンクール
◇募集内容＝福祉について日常を通
して感じたこと、考えているこ
と、体験したこと、こうしていき
たいと思っていることなど。題名
自由
◇対象＝県内の小学校、中学校、特
別支援学校生（小学部・中学部）、
フリースクール等の通学生
◇応募方法＝9月7日（金）締切
　【小学生】Ｂ4判400字詰め原稿用
紙を使用し、800字（原稿用紙2枚）
以内
　【中学生】Ａ4判400字詰め原稿用
紙を使用し、1,600字（原稿用紙4
枚）以内
　※ 最初の3行に題名・学校（団体）
名・学年・氏名（ふりがな）記入
（この部分も字数に含む）

　※ パソコンの使用可。但し、縦書
きのものでコピーは不可

◇応募先＝学校ごとに、県共同募金
会の各市区町村支会内「福祉作文
コンクール事務局」へ送付
◇問合先＝（福）神奈川県共同募金会
☎045－312－6339

　本会地域福祉推進部地域福祉推進
担当　☎045－312－4813

会員・関係機関主催

平成30年度かながわシェイクアウト
（いっせい防災行動訓練）

◇日時＝9月5日（水）午前11時～　他

天台宗神奈川教区より、ともしび基金にご寄附い
ただき、榎本昇道宗務所長（左）に感謝状を贈呈

　６月18日に発生した地震により、
大阪府等が大きな被害を受けまし
た。被災された皆様に心からお見舞
い申し上げます。
　被災者への支援、また被災地で活
動するボランティア団体への支援と
して、義援金や活動支援募金の募集
が始まっております。
　また、現地の最新情報やボランテ
ィアセンターの活動状況など、ホー
ムページにて公開されております。
　情報をご確認のうえ、ご支援をお
願いいたします。

県社協災害時専用ページ
URL http://www.knsyk.jp/c/saigai/
2e8bb84d17c3c09b428f8e9210
44c084

全社協被災地支援・災害ボランティ
ア情報
URL https://www.saigaivc.com/

大阪府北部を震源とする地震
対応情報
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第
35
回
神
奈
川
県
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク

大
会
が
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
種
目
は
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
４
種
目
。
知
的
障
害
者
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
と
し
て
、
練
習
成
果
の
発
表
と

社
会
参
加
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
、
５
月
19
、
20
、
27
日

の
３
日
間
、
國
學
院
大
學
相
模
原
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
沢
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
は
、
平
成
12
年

県
大
会
で
優
勝
。
同
年
の
第
９
回
ゆ
う

あ
い
ピ
ッ
ク
の
全
国
大
会（
岐
阜
県
）で

は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝
。
当
時
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
た
石
川
茂
さ
ん
は
、
小
学

生
の
時
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
ま

す
。
平
日
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
関
係
の
仕

事
を
し
、
毎
週
末
に
県
立
藤
沢
養
護
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
楽
し
み
に
１
週
間

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2018（平成30）年7月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

を
過
ご
す
石
川
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
言
い
ま
す
。
審
判
員
４
級
の
資
格
保

持
者
で
も
あ
り
、
本
大
会
で
は
審
判
と

し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

藤
沢
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
は
１
９
８
７
年

に
発
足
。
当
時
、
県
立
藤
沢
養
護
学
校

の
教
員
だ
っ
た
吉
川
重
樹
監
督
が
卒
業

生
に
手
紙
を
書
き
、
選
手
が
集
ま
り
ま

し
た
。
発
足
時
か
ら
の
選
手
は
現
在
50

歳
。
今
も
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
。
吉
川

さ
ん
自
身
も
大
学
卒
業
後
に
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
な
ど
に
参
加
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。「
障
害

者
が
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
場
所
や
機
会

が
も
っ
と
あ
る
と
よ
い
」
と
吉
川
さ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
チ
、
保
護
者
会

や
養
護
学
校
の
協
力
も
あ
り
、
31
年
間

チ
ー
ム
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

大
会
は
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協

サ
ッ
カ
ー
は
楽
し
い
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
楽
し
い
！

　
　
　
　

 

― 

第
35
回
神
奈
川
県
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

議
会
の
主
催
。
運
営
は
県
特
別
支
援
学

校
体
育
連
盟
と
県
知
的
障
害
者
施
設
団

体
連
合
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
養
護
学
校

等
の
教
員
や
支
援
施
設
の
職
員
が
担
い

ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
審
判
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

大
会
で
主
審
を
務
め
た
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
滝
沢
好
一
さ
ん
は
、
今
回
で
４

回
目
。「
サ
ッ
カ
ー
は
生
涯
ず
っ
と
プ
レ

イ
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
。
だ
か
ら
楽
し
も

う
よ
、
と
伝
え
る
思
い
で
審
判
を
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
こ
の
４
年
で

選
手
が
上
達
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

設
営
や
審
判
補
助
は
、
光
明
学
園
相

模
原
高
校
と
麻
布
大
学
附
属
高
校
の

サ
ッ
カ
ー
部
員
、
受
付
等
は
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
受
付
の
青
木
香
織
さ
ん
は
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
選
手

の
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
元
気
を
も
ら
え

ま
す
！
」
と
言
い
ま
す
。

　

会
場
は
國
學
院
大
學
の
ご
厚
意
に
よ

る
も
の
で
、
大
会
趣
旨
に
賛
同
し
た
多

く
の
方
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
み
ん
な
の
「
楽
し
い
」「
経
験
」「
元

気
」
が
相
ま
っ
て
、
開
催
目
的
で
あ
る

障
害
者
へ
の
理
解
と
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

ボランティアの青木さん
（中央）と吉川監督（右）

気迫のこもったプレイの連続

選手と審判で大活躍の石川
茂さん
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